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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 46,637 8.6 2,128 ― 1,979 ― △725 ―

22年3月期第2四半期 42,948 △11.2 119 17.5 △167 ― △1,107 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △19.70 ―

22年3月期第2四半期 △30.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 110,600 37,361 34.2 1,026.43
22年3月期 108,349 38,602 36.0 1,059.94

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  37,776百万円 22年3月期  39,009百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  

    23年3月期の期末配当予想額につきましては未定であります。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― ― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 93,500 6.1 4,200 85.4 3,900 111.5 100 △57.1 2.72



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及びその他業績予想に関する事項については、四半期
決算短信【添付資料】P.3「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
２．平成23年3月期の期末配当予想につきましては、今回の業績予想の修正及び引き続く先行き不透明な経営環境に鑑み、未定とさせていただきます。配
当予想額は、開示が可能となり次第、速やかに公表いたします。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 37,324,264株 22年3月期  37,324,264株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  520,737株 22年3月期  520,567株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 36,803,637株 22年3月期2Q 36,802,935株



（参考）平成 23 年３月期の個別業績予想（平成 22 年４月 1日～平成 23 年３月 31 日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 円 銭

通期  76,300 5.5  3,300 116.9  3,300 127.8  100 ―  2.72 

（注）個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 有 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長を背景として生産や輸出が増加し、ゆるや

かな回復基調にあったものの、四半期後半には世界的な信用不安の影響から円高・株安の傾向がさらに強まり、米

国・中国等の景気に対する減速懸念や国内における消費刺激策効果の一巡もあって足踏み状態となるなど、依然と

して先行き不透明な状況が続きました。 

住宅産業におきましては、各種税の優遇策などの需要を下支えする政策支援などにより当期に入って持ち直して

きており、雇用・所得環境が改善されないことに対する懸念等はあるものの、当第２四半期累計期間における新設

住宅着工戸数については前年同期比6.2％の増加と、数量としては未だ低水準ながら底堅く推移しました。 

これに伴い、当社グループの主力製品である窯業系外装材の業界全体の国内販売数量についても、最悪期であっ

た前年同期に比し5.9％の増加となり、回復に向けた力強さは感じられないものの、比較的堅調に推移しました。 

このような環境の下、当社グループは窯業系外装材において、新製品の拡販などによりシェアアップを図る一方

で、生産面では引き続き原材料の見直しや生産効率の向上などの合理化施策に取り組むとともに、米国での製造事

業を始めとする海外事業の採算改善にも注力いたしました。 

この結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の連結業績は次のとおりとなりました。 

（金額単位：百万円） 

売上高につきましては、主力である国内窯業系外装材事業において、中高級品を中心とした拡販策の寄与などに

より販売数量が持ち直したことを始めとして、ほとんどの分野で販売数量を回復させたことから、売上高は466億

37百万円と前年同期比36億88百万円（8.6％）の増収となりました。 

一方、損益につきましては、国内窯業系外装材事業における増収とこれに伴う稼働率のアップなどによる利益率

の改善や海外事業の損失縮小などにより、営業利益は21億28百万円（前年同期は１億19百万円の利益）、経常利益

は19億79百万円（同１億67百万円の損失）といずれも前年同期に比し大幅に改善したものの、四半期純損益につい

ては、販売終了済の屋根材「パミール」用釘の一部不具合に対する処置費用見積額27億円を製品保証引当金繰入額

として特別損失に計上したことなどから、７億25百万円の損失（同11億７百万円の損失）となりました。 

  

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

外装材事業 

主力の窯業系外装材において、前記のとおり、販売数量の持ち直しや合理化施策による変動費コストダウンなど

の原価低減から、売上高は422億19百万円、セグメント利益（営業利益）は31億69百万円となりました。 

  

（注）第１四半期連結会計期間よりセグメント区分を変更しているため、各セグメントの対前年同期との比較は記

載しておりません。また、従来は外装材事業とＦＰ事業の２つを報告セグメントとしておりましたが、当第

２四半期連結会計期間より、外装材事業の１つに変更しております。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は以下のとおりであります。 

前連結会計年度末に比し純資産が12億40百万円減少し、総資産が22億51百万円増加した結果、自己資本比率は

34.2％と1.8ポイントの減少となりました。 

増減の主なものは、流動資産では受取手形及び売掛金が33億12百万円増加し、商品及び製品が７億53百万円減少

しております。また、固定資産では有形固定資産が13億64百万円減少し、投資その他の資産が６億20百万円増加し

ております。流動負債では短期借入金が39億61百万円減少しております。また、固定負債では長期借入金が37億38

百万円、製品保証引当金が26億54百万円増加しております。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  

  

前第２四半期 

連結累計期間 

当第２四半期 

連結累計期間 

増減 

金額 率（％） 

売上高  42,948  46,637  3,688  8.6

営業利益  119  2,128  2,008  －

経常利益又は経常損失（△）  △167  1,979  2,147  －

四半期純損失（△）  △1,107  △725  382  －



〔キャッシュ・フロー計算書〕 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比し

３億28百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には133億36百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 
  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は20億92百万円と前年同期比20億68百万円の増加となりました。これは、主に、償

却前利益（税金等調整前四半期純損失＋減価償却費）で19億26百万円を計上したほか、製品保証引当金が28億16百

万円増加した一方で、売上債権が33億22百万円増加したことなどによるものであります。 
  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は12億38百万円と前年同期比16億26百万円の減少となりました。これは、主に、有

形固定資産の取得による支出が12億52百万円あったことなどによるものであります。 
  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は４億97百万円（前第２四半期連結累計期間は21億12百万円の獲得）となりまし

た。これは、主に、長期・短期合わせた借入金を90百万円減少させたほか、リース債務の返済による支出が３億33

百万円あったことなどによるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間の業績動向等を踏まえまして、連結、個別とも平成22年５月14日に公表いたしました

平成23年３月期（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日）の通期業績予想（以下、「前回発表予想」）を

以下の通り修正しております。 

  

平成23年３月期の修正後通期業績予想 

  

（参考）前回発表予想（平成22年５月14日公表） 

  
当社グループ主力製品の窯業系外装材の主要マーケットである戸建住宅の新設着工戸数は、当期に入り持ち直し

ております。これに伴い、窯業系外装材業界全体の国内販売数量についても、当第２四半期累計期間（６ヵ月）で

は前年同期比5.9％の増加となるなど比較的堅調に推移しており、この傾向は当下半期も継続すると予想されま

す。このようなマーケットの回復を背景として、国内窯業系外装材事業は販売数量の回復や原価低減などから収益

好調が見込まれるものの、米国子会社における海外事業の収益が想定為替レートの変更や販売数量の伸び悩みなど

から想定を下回ることが響き、全体の売上高、営業利益、経常利益は前回発表予想を下回ると予想されます。 

当期純利益につきましては、第２四半期会計期間において、製品保証引当金繰入額27億円を特別損失に計上した

影響が大きく、前回発表予想を大幅に下回る見込みです。 

  

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

連結  93,500  4,200  3,900  100  2.72

個別（参考）  76,300  3,300  3,300  100 2.72

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

連結  94,000  4,300  4,000  2,300  62.49

個別（参考）  75,500  2,700  2,700  1,600 43.47



（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理  

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングに、前連結会計年度末以降に生じた経営環境の著しい変化及び一時差異の発生状況について

の大幅な変動による影響を加味したものを使用しております。 
  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更  

1)資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ３百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は29百万円減少

しております。 

2)企業結合に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等に

係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指

針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

なお、連結子会社の資産及び負債の評価方法を部分時価評価法から全面時価評価法へ変更したことによる連

結財務諸表に与える影響はありません。 
  

②表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

   

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,466 13,098

受取手形及び売掛金 24,115 20,803

商品及び製品 9,120 9,873

仕掛品 2,009 2,247

原材料及び貯蔵品 2,149 1,934

繰延税金資産 1,388 1,240

その他 857 913

貸倒引当金 △104 △89

流動資産合計 53,003 50,021

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 16,972 17,572

機械装置及び運搬具（純額） 10,696 11,504

工具、器具及び備品（純額） 447 410

土地 20,768 20,771

リース資産（純額） 1,757 2,096

建設仮勘定 419 69

有形固定資産合計 51,062 52,426

無形固定資産   

リース資産 16 8

ソフトウエア 116 93

その他 319 337

無形固定資産合計 452 439

投資その他の資産   

投資有価証券 2,172 2,583

長期貸付金 1 2

繰延税金資産 1,412 222

その他 2,547 2,703

貸倒引当金 △51 △50

投資その他の資産合計 6,082 5,461

固定資産合計 57,596 58,327

資産合計 110,600 108,349



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,455 12,038

短期借入金 13,269 17,230

リース債務 686 659

未払法人税等 1,158 792

賞与引当金 1,350 1,240

製品保証引当金 1,386 1,225

その他 6,451 6,271

流動負債合計 36,757 39,459

固定負債   

長期借入金 29,940 26,201

リース債務 1,240 1,496

繰延税金負債 950 924

退職給付引当金 868 888

役員退職慰労引当金 85 70

製品保証引当金 2,700 45

事業整理損失引当金 174 196

負ののれん 199 236

その他 321 227

固定負債合計 36,480 30,287

負債合計 73,238 69,746

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,136 8,136

資本剰余金 10,925 10,925

利益剰余金 21,130 21,929

自己株式 △475 △475

株主資本合計 39,716 40,515

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1 245

繰延ヘッジ損益 － 1

為替換算調整勘定 △1,942 △1,752

評価・換算差額等合計 △1,940 △1,505

新株予約権 40 31

少数株主持分 △455 △438

純資産合計 37,361 38,602

負債純資産合計 110,600 108,349



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 42,948 46,637

売上原価 30,256 31,325

売上総利益 12,691 15,311

販売費及び一般管理費 12,572 13,183

営業利益 119 2,128

営業外収益   

受取利息 10 12

受取配当金 30 19

助成金収入 68 －

その他 194 232

営業外収益合計 304 263

営業外費用   

支払利息 379 354

開業費償却 64 －

為替差損 137 36

その他 10 21

営業外費用合計 591 413

経常利益又は経常損失（△） △167 1,979

特別利益   

固定資産売却益 30 1

特別利益合計 30 1

特別損失   

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 29 48

投資有価証券売却損 0 0

投資有価証券評価損 26 11

減損損失 666 －

ゴルフ会員権評価損 － 1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25

製品保証引当金繰入額 － 2,700

特別損失合計 723 2,786

税金等調整前四半期純損失（△） △860 △805

法人税、住民税及び事業税 305 1,086

法人税等還付税額 △12 －

法人税等調整額 25 △1,153

法人税等合計 318 △66

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △738

少数株主損失（△） △71 △13

四半期純損失（△） △1,107 △725



（第２四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 22,844 24,986

売上原価 15,591 16,818

売上総利益 7,253 8,167

販売費及び一般管理費 6,337 6,630

営業利益 915 1,537

営業外収益   

受取利息 6 7

受取配当金 16 16

助成金収入 38 －

その他 115 131

営業外収益合計 177 156

営業外費用   

支払利息 188 178

為替差損 146 29

その他 3 15

営業外費用合計 338 223

経常利益 754 1,469

特別利益   

固定資産売却益 30 1

特別利益合計 30 1

特別損失   

固定資産除却損 13 40

投資有価証券売却損 0 0

減損損失 666 －

ゴルフ会員権評価損 － 1

製品保証引当金繰入額 － 2,700

特別損失合計 680 2,741

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

104 △1,269

法人税、住民税及び事業税 257 989

法人税等還付税額 △3 －

法人税等調整額 85 △1,405

法人税等合計 339 △415

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △854

少数株主損失（△） △14 △7

四半期純損失（△） △220 △846



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △860 △805

減価償却費 2,589 2,731

減損損失 666 －

負ののれん償却額 △37 △37

製品保証引当金の増減額（△は減少） △277 2,816

退職給付引当金の増減額（△は減少） △17 △19

受取利息及び受取配当金 △40 △31

支払利息 379 354

為替差損益（△は益） 130 42

固定資産除却損 29 48

売上債権の増減額（△は増加） △2,467 △3,322

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,176 673

仕入債務の増減額（△は減少） △1,804 433

その他 △32 214

小計 435 3,098

利息及び配当金の受取額 47 41

利息の支払額 △420 △377

法人税等の支払額 △261 △702

法人税等の還付額 222 32

営業活動によるキャッシュ・フロー 23 2,092

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,203 △1,252

有形固定資産の売却による収入 44 1

無形固定資産の取得による支出 △16 △44

投資有価証券の取得による支出 △0 △1

投資有価証券の売却による収入 0 0

貸付けによる支出 △6 －

貸付金の回収による収入 6 5

営業譲受による支出 △1,644 －

その他 △44 52

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,864 △1,238

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,378 △4,550

長期借入れによる収入 4,080 7,910

長期借入金の返済による支出 △3,303 △3,450

リース債務の返済による支出 △42 △333

配当金の支払額 － △73

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,112 △497

現金及び現金同等物に係る換算差額 16 △27

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △712 328

現金及び現金同等物の期首残高 10,141 13,008

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,429 13,336



該当事項はありません。  

   

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業区分は、製品の種類・性質及び用途等の類似性を考慮し、区分しております。  

２．各事業区分の主要製品  

３．第１四半期連結会計期間において、株式会社ＦＰコーポレーションが松本建工株式会社から事業譲受けを

実施したこと、及びそれに伴い株式会社エコロホームテックが連結子会社となったことにより、事業の種

類別セグメント情報に係るセグメント別の資産の金額が前連結会計年度末と比べ著しく変動しておりま

す。なお、受け入れた資産の金額は、「住宅機材及びその他事業」において17億81百万円であります。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。  

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
外装材事業

（百万円） 

住宅機材及び
その他事業 

（百万円） 

計

（百万円） 

消去又は全社 

（百万円） 

連結

（百万円）

売上高                              

(1) 外部顧客に対する売上高  35,388  7,559  42,948  －  42,948

(2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 －  －  －  －  －

計  35,388  7,559  42,948  －  42,948

営業利益又は営業損失（△）  △111  1,041  930  △810  119

事業区分 主要製品

外装材事業 窯業系及び金属系外壁材並びに同関連製品、屋根材、耐火野地板 

住宅機材及びその他事業 
押入れユニット、付属部材、自動車内装用ボード、フロアー養生板、成型

用マット、ウレタン断熱パネル、注文住宅、住宅リフォーム 



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち、分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、外装材事業を中心に事業活動を展開しており、業種別に区分された事業ごとに、当社及び当社の連結

子会社（以下、事業運営会社）が各々独立した経営単位として、単一の事業に従事する経営スタイルを採用して

おります。 

従って、当社グループは、事業運営会社を基礎とした業種別のセグメントから構成されており、「外装材事

業」を報告セグメントとしております。 

「外装材事業」は窯業系及び金属系外装材並びに同関連製品、外装用付属部材等の製造・販売をしておりま

す。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＦＰ事業、繊維板事業、

工事事業、その他事業を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△８億61百万円

及びその他の調整額29百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当

社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

４．報告セグメントの変更等に関する事項 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

当社は、従来、外装材事業とＦＰ事業の２つを報告セグメントとしておりましたが、当第２四半期連結会計期

間より、外装材事業の１つに変更しております。 

この変更は、ＦＰ事業の重要性がなくなったためであります。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。    

   

  （単位：百万円）

  

報告セグメント
その他
（注１） 

合計  

  

調整額 
（注２） 

四半期連結損益
計算書計上額
（注３） 外装材事業

売上高         

外部顧客への売上高  41,740  4,896  46,637  －  46,637

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 478  482  960  △960  －

計  42,219  5,378  47,598  △960  46,637

セグメント利益又は損失（△）  3,169  △208  2,961  △832  2,128

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



 

４．（参考）個別財務諸表等 

（１）（参考）四半期貸借対照表 
（単位:百万円） 

当第２四半期会計期間末 
前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

（平成22年９月30日） （平成22年３月31日） 
増減 

期別 

 

科目 金額 構成比 金額 構成比 金額 

（資産の部）  ％  ％  

       
Ⅰ 流動資産   45,585 48.3  43,119 46.8    2,465 

 現金及び預金   10,400   8,426   1,974 

 受取手形   1,325   532       792 

 売掛金   18,553   17,308   1,244 

 商品及び製品   7,292   7,792   △    500 

 仕掛品   1,100   1,360   △    259 

 原材料及び貯蔵品   953   893        59 

 繰延税金資産   1,126   998   128 

 未収入金   1,280   1,351   △     71 

 関係会社短期貸付金   3,307   4,224   △    917 

 その他   265   249   15 

 貸倒引当金   △      21   △      19   △      1 
       
Ⅱ 固定資産   48,753 51.7  49,009 53.2  △    255 
   １ 有形固定資産   25,221 26.8  25,664 27.9  △    442 

 建物（純額）   6,895   7,136   △    240 
 構築物（純額）   775   812   △     36 

 機械及び装置（純額）   5,090   5,528   △    438 
 車両運搬具（純額）   32   33   △      1 
 工具、器具及び備品（純額）   248   209   39 

 土地   11,814   11,814   ― 

 リース資産（純額）   168   119   49 

 建設仮勘定   194   10       184 

   ２ 無形固定資産   122 0.1  111 0.1       11 

   ３ 投資その他の資産   23,409 24.8  23,233 25.2  175 

 投資有価証券   2,028   2,410   △    382 

 関係会社株式   11,157   11,157   ― 

 関係会社出資金   3,428   3,428   ― 

 長期貸付金   1   2   △      0 

 関係会社長期貸付金   4,296   4,783   △    487 

 繰延税金資産   1,330   143       1,186 

 その他   2,247   2,386   △    139 

 貸倒引当金  △ 1,080  △ 1,078   △      1 

資産合計  94,339 100.0  92,129 100.0    2,209 



 

 
（単位：百万円） 

当第２四半期会計期間末 
前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

（平成22年９月30日） （平成22年３月31日） 
増減 

期別 

 

科目 金額 構成比 金額 構成比 金額 

（負債の部）  ％  ％  
        
Ⅰ 流動負債   30,261 32.1  32,972 35.8  △  2,710 

 支払手形   998   813       184 

 買掛金   13,681   13,852   △    171 

 短期借入金   7,363   11,079   △  3,716 

 リース債務   59   39   19 

 未払金   1,126   1,138   △     11 

 未払法人税等   840   508   331 

 賞与引当金   838   767        71 

 製品保証引当金   1,281   1,032        249 

 設備関係支払手形   49   53   △      3 

 その他   4,024   3,687        336 

         

Ⅱ 固定負債   27,061 28.7  21,073 22.9  5,988 

 長期借入金   23,487   20,221   3,266 

 リース債務   135   94   41 

 退職給付引当金   250   285   △     35 

 役員退職慰労引当金   40   29   10 

 債務保証損失引当金   176   176   ― 

 製品保証引当金   2,700   ―   2,700 

 その他   271   265        5 

負債合計  57,323 60.8  54,046 58.7    3,277 

（純資産の部）      

        
Ⅰ 株主資本   36,988 39.2  37,838 41.1  △    850 

  １ 資本金   8,136 8.6  8,136 8.8  ― 

  ２ 資本剰余金   11,122 11.8  11,122 12.1  ― 

 資本準備金   11,122   11,122   ― 

  ３ 利益剰余金   18,204 19.3  19,054 20.7  △    850 

 (１)利益準備金   768   768   ― 

 (２)その他利益剰余金        
 別途積立金   16,160   16,160   ― 
 繰越利益剰余金   1,275       2,125   △    850 

  ４ 自己株式      △ 475 △ 0.5     △ 475 △ 0.5  △      0 

Ⅱ 評価・換算差額等      △ 13 △ 0.0  213 0.2  △    226 

  １ その他有価証券評価差額金      △ 13 △ 0.0  212 0.2  △    225 

  ２ 繰延ヘッジ損益       ― ―  1 0.0  △      1 

Ⅲ 新株予約権   40 0.0  31 0.0  9 

純資産合計  37,015 39.2  38,083 41.3  △  1,067 

負債純資産合計  94,339 100.0  92,129 100.0  2,209 

（注）この四半期貸借対照表は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー対象
ではありません。 



 

 
（２）（参考）四半期損益計算書 

（単位：百万円） 

前第２四半期累計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期累計期間 

（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

増 減 
期別 

 

科目 
金額 百分比 金額 百分比 金額 増減率 

  ％  ％  ％ 
Ⅰ 売上高   35,326 100.0  37,870 100.0   2,543  7.2 

Ⅱ 売上原価   25,423 72.0  26,314 69.5  890 3.5 

 売上総利益   9,902 28.0  11,555 30.5  1,652 16.7 
         
Ⅲ 販売費及び一般管理費   9,890 28.0  9,971 26.3  80 0.8 

 営業利益   12 0.0  1,584 4.2  1,572 ― 
         
Ⅳ 営業外収益   429 1.2  348 0.9  △    81 △ 18.9 

 受取利息   86   63   △    22 
 

 

 受取配当金   77   33   △    43  

 不動産賃貸収入   183   183        0  

 その他   82   67   △    15  
         
Ⅴ 営業外費用   510 1.4  341 0.9  △   168 △ 33.1 

 支払利息   245   245   0  

 不動産賃貸原価   90   75   △    15  

 為替差損   171   16   △   155  

 その他   2   4        1  

 経常利益又は経常損失（△）      △ 68 △  0.2      1,591   4.2    1,660 ― 
         
Ⅵ 特別利益   ― ―  1 0.0       1 ― 

 固定資産売却益   ―   1        1  
         
Ⅶ 特別損失   717 2.0  2,750 7.3   2,032  283.1 

 固定資産売却損   0   ―   △     0  
 固定資産除却損   24   17   △     6  

 投資有価証券売却損   0   ―   △     0  

 投資有価証券評価損   26   11   △    15  

 減損損失   666   ―   △   666  

 ゴルフ会員権評価損   ―   1        1  

 
資産除去債務会計基準の 
適用に伴う影響額 

  ―   20      20  

 製品保証引当金繰入額   ―   2,700     2,700  

 税引前四半期純損失（△）      △ 786 △ 2.2     △ 1,157 △ 3.1  △   371 ― 

 法人税、住民税及び事業税   39 0.1  787 2.1     747  

 法人税等還付税額      △ 12 △ 0.0      ― ―      12  

 法人税等調整額      △ 20 △ 0.1     △ 1,168 △ 3.1  △ 1,147  

 四半期純損失（△）      △ 793 △ 2.2     △ 776 △ 2.1     16 ― 

（注）この四半期損益計算書は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー対象で
はありません。 
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